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歳
入
決
算
額
は
、
三
十
五
億
百

一
万
円 （
前
年
比　

・
３
％
の
減
）

１２

で
、
収
入
率
は
予
算
現
額
に
対
し

　

・
６
％
、
調
定
額
に
対
し
て
は

９７
　

・
２
％
、
未
収
額
は
九
千
四
百

９７八
十
四
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
比
増
と
な
っ
た
主
な
も
の

は
、
地
方
譲
与
税
、
財
産
収
入
、

寄
附
金
で
、
逆
に
国
庫
支
出
金
、

繰
入
金
、
町
債
、
地
方
交
付
税
等

が
前
年
比
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
町
税
等
の
自
主
財
源
比
率

は　

・
４
％
で
、
前
年
比
８
・
８

４１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

町
税
の
減
少
や
基
金
か
ら
の
繰
入

金
を
必
要
最
小
限
に
努
め
た
こ
と

に
よ
り
減
少
し
た
も
の
で
す
。

　

歳
出
決
算
額
は
、
三
十
三
億
七

千
五
百
二
十
六
万
円
（
前
年
比

７
・
７
％
の
減
）
で
、
執
行
率
は

　

･
１
％
、
不
用
額
は
二
億
一
千

９４三
百
四
十
二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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財
政
の
持
続
性
を
持
た
せ
る
た

め
、
引
き
続
き
行
財
政
合
理
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
工
事

費
で
あ
る
普
通
建
設
事
業
費
や
町

有
施
設
の
維
持
修
繕
費
、
出
資
金

の
増
加
に
よ
り
前
年
比
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

性
質
別
に
見
ま
す
と
、
物
件
費

は
、
行
革
推
進
に
よ
る
経
費
節
減

に
努
め
た
結
果
、
前
年
比
７
・
４

％
の
減
と
な
り
、
積
立
金
は
、
財

政
調
整
基
金
に
一
億
五
千
六
百
三

十
万
円
を
積
立
て
ま
し
た
。

　

ま
た
社
会
資
本
の
整
備
に
要
す

る
投
資
的
経
費
は
、
旧
最
終
処
分

場
整
備
工
事
や
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

空
調
設
備
改
修
工
事
等
の
増
に
よ

り
前
年
比　

・
１
％
の
増
と
な
り

４７

ま
し
た
が
、災
害
復
旧
事
業
費
は
、

災
害
事
業
の
減
に
よ
り　

・
５
％

８３

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

繰
出
金
は
、
雲
見
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
繰
出
分
の
減
少
に
よ

り
、
前
年
比　

・
７
％
の
減
、
公

３２

債
費
は
、
元
金
返
済
が
進
ん
だ
こ

と
に
よ
り
前
年
比
１
・
４
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
の
差
し

引
き
一
億
二
千
五
百
七
十
五
万
円

が
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ
ま
す
。
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�
�
�
�
�
�
は
、花
い
っ

ぱ
い
運
動
に
対
す
る
団
体

の
活
動
に
つ
い
て
評
価
す

る
機
会
を
設
け
、
技
術
の
向
上
を

図
ろ
う
と
昭
和
五
十
四
年
四
月
に

第
一
回
が
行
わ
れ
、
今
年
は
節
目

の
三
十
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
県
伊
豆
農
業
研
究
セ

ン
タ
ー
の
研
究
員
ら
七
人
が
あ
た

り
、
参
加
し
た
二
十
団
体
の
花
壇

を
一
日
か
け
て
回
り
ま
し
た
。

　

表
彰
は
十
一
月
三
十
日
の
老
人

福
祉
大
会
で
行
わ
れ
る
ほ
か
、
上

位
の
団
体
は
、
賀
茂
地
域
花
壇
コ

ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�　

岩
地
天
寿
会

�
��

��

�
�　

東
区
東
友
会

　
　
　
　
　
　
　

桜
田
睦
会

�
��

��
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中
村
老
人
会

　
　
　
　
　
　
　

松
尾
ひ
ま
わ
り
会

　
　
　
　
　
　
　

船
田
寿
会

　
　
　
　
　
　
　

伏
倉
常
盤
会

�
��

��

�
�　

石
部
楽
寿
会

　
　
　
　
　
　
　

明
伏
明
朗
会

　
　
　
　
　
　
　

池
代
活
性
会
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�
�
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�
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�
は
、

団
体
だ
け
で
な
く
、
個
人

や
事
業
所
の
花
壇
や
プ
ラ

ン
タ
ー
な
ど
に
つ
い
て
も
評
価
す

る
機
会
を
設
け
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
の
更
な
る
推
進
を
図
ろ
う
と
平

成
三
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
五
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

審
査
は
、
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
と

同
日
に
行
わ
れ
、
取
り
組
み
の
様

子
や
工
夫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
見
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
限
ら

れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
活
用
し

て
お
り
、
街
角
に
潤
い
を
与
え
て

い
ま
し
た
。

�

�
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山 
本 
善 
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
川
）

�
��

��

�
�　

山 
本 
源 
吾
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
沢
）

�
��

��

�
�　

黒 
田 
福 
市
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
区
）

　
　
　
　
　
　
　

平 
野 
清 
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
桜
田
）

　
　
　
　
　
　
　

石 
田 　
 
宏
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
区
）
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小
・
中
学
生
の
夏
休
み
課
題
と

し
て
募
集
し
た
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
九
月
七

日（
金
）、環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
安
全

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
四
百
六
十
二
点
の
応

募
が
あ
り
、
町
長
、
警
察
署
長
、

各
学
校
の
美
術
担
当
教
諭
ら
が
審

査
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
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野
木
沼
瑶
美（
中
小
一
年
）

��

�　

鈴
木
里
菜（
中
小
二
年
）

　
　
　
　

高
橋
黎
奈（
松
小
二
年
）

��

�　

石
垣
優
里
花（
松
小
二
年
）

　
　
　
　

大
石
浩
之
進（
中
小
二
年
）

　
　
　
　

石
田　

蘭（
松
小
二
年
）

　

交
通
安
全
協
会
松
崎
支
部
主
催

の
交
通
安
全
を
誓
う
大
会
が
九
月

二
十
一
日
（
金
）、
外
部
の
交
通

安
全
誓
い
の
塔
前
の
広
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
毎
年
秋
の
交
通

安
全
運
動
に
合
わ
せ
開
か
れ
て
い

る
も
の
で
、
西
豆
二
町
の
関
係
者

約
五
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
交
通
事
故
死
亡
者

へ
の
献
花
や
交
通
安
全
誓
い
の
宣

誓
な
ど
が
行
わ
れ
、
交
通
安
全
へ

の
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
東
管
区
警
察
局
長
と

関
東
交
通
安
全
協
会
連
合
会
長
の

連
名
表
彰
を
受
賞
し
た
交
通
安
全

協
会
松
崎
支
部
に
対
し
、
表
彰
の

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
���
�
	


�
���



�
�
�　

馬
場
裕
太
郎（
中
小
三
年
）

��
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後
藤
ほ
の
か（
松
小
四
年
）

　
　
　
　

関　

翔
太（
松
小
四
年
）

��

�　

�

木
大
成（
松
小
四
年
）

　
　
　
　

松
田
啓
希（
松
小
四
年
）

　
　
　
　

高
橋
育
海（
松
小
四
年
）
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鈴
木
唯
加（
中
小
五
年
）

��

�　

水
口
斗
夢（
松
小
五
年
）

　
　
　
　

石
田
京
太
郎（
中
小
五
年
）

��

�　

稲
葉
詩
乃（
中
小
五
年
）

　
　
　
　

稲
木
亜
美（
松
小
五
年
）

　
　
　
　

森　

美
月（
松
小
五
年
）
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松
本
有
希（
一
年
）

��

�　

藤
井　

絢（
一
年
）

　
　
　
　

土
屋
萌
子（
一
年
）

��

�　

高
橋
海
月（
一
年
）

　
　
　
　

福
本
昂
太（
一
年
）

　
　
　
　

中
嶋
明
日
香（
一
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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９月１８日、深澤町長が松崎十字

の園を訪問し、記念品を贈呈し

ました。
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今
年
度
、
満
七
十
五
歳
以
上
に

な
ら
れ
る
方
を
対
象
に
九
月
十
三

日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
町
内
二

十
八
会
場
で
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
子
供
会
な
ど
の
趣

向
を
凝
ら
し
た
催
し
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
千
五
百
九
十

九
人
で
、
そ
の
う
ち
、
喜
寿
（
七

十
七
歳
）該
当
者
は
百
三
十
八
人
、

米
寿
（
八
十
八
歳
）
が
四
十
八
人
、

白
寿
（
九
十
九
歳
）
が
五
人
で
し

た
。
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静
岡
県
と
県
内
全
市
町
が
参
加

し
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
広
域

連
合
「
静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機

構
」
が
設
立
さ
れ
ま
す
。

　

滞
納
整
理
機
構
で
は
、
市
町
か

ら
移
管
さ
れ
た
滞
納
案
件
に
対
し
、

弁
護
士
・
国
税
Ｏ
Ｂ
・
警
察
Ｏ
Ｂ

等
の
顧
問
を
活
用
し
た
徹
底
し
た

財
産
調
査
と
厳
格
な
滞
納
処
分
を

行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
売
掛
金
債
権
調

査
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
捜
索
に
よ

る
動
産
差
押
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
等
で
、
財
産
の
差
押
え
と

公
売
を
実
施
し
、
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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す
る
業

務
を
行
い
ま
す
。

　

財
産
と
は
、
土
地
・
建
物
・

車
・
宝
石
・
預
金
・
給
与
・
生
命

保
険
・
売
掛
金
な
ど
で
す
。

　

松
崎
町
に
は
、
平
成
十
八
年
度

末
で
約
一
億
四
千
万
円
の
滞
納
が

あ
り
ま
す
。
今
後
、
税
収
の
確
保

と
税
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め

に
厳
し
い
姿
勢
で
対
処
し
て
い
き

ま
す
。

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８
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今
、
那
賀
川
、
岩
科
川
は
土

砂
が
堆
積
し
、
そ
こ
に
は
葦
が

生
い
茂
っ
て
い
る
。
緑
が
大
変

美
し
い
の
で
悪
く
は
な
い
が
、

晩
秋
か
ら
冬
に
は
枯
れ
て
決
し

て
き
れ
い
と
は
い
え
な
い
。

　

春
は
、
宮
の
前
橋
付
近
の
土

手
に
菜
の
花
、
ひ
な
げ
し
が
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
咲
く
の
を
楽
し

く
見
て
い
る
が
、今
春
は
特
に
、

梅
月
園
側
の
土
手
一
面
に
菜
の

花
が
咲
き
乱
れ
、
素
晴
ら
し

い
眺
め
で
あ
っ
た
。

　

中
川
小
学
校
前
は
河
原
が

荒
れ
て
川
の
た
め
に
も
あ
ま

り
よ
ろ
し
く
な
い
。
こ
こ
か

ら
下
流
に
か
け
て
の
葦
原
を

絶
や
し
て
、
河
原
を
自
然
風

に
春
は
菜
の
花
、
秋
は
コ
ス

モ
ス
、
川
の
流
れ
に
沿
っ
て

咲
き
乱
れ
る
風
景
は
、
い
か

が
だ
ろ
う
。

　

県
土
木
が
推
進
し
て
い
る

ア
ダ
プ
ト
ロ
ー
ド
と
は
若
干
、

意
味
合
い
が
違
う
と
は
思
う

が
、
沿
道
が
き
れ
い
に
楽
し

く
な
る
も
の
と
思
う
。
こ
ん
な

こ
と
を
町
と
町
民
の
皆
様
と
共

同
し
て
作
れ
ば
面
白
い
な
と
思

う
。
こ
の
話
、
実
現
す
る
よ
う

に
賛
同
し
て
く
だ
さ
い
と
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

九
月
一
日
（
土
）、
東
海
地
震

を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練
が
町

内
各
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
二
十
九
回
目
と
な
る
防

災
訓
練
は
、
各
自
主
防
ご
と
に
行

わ
れ
、
約
三
千
六
百
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

自
衛
隊
員
が
参
加
し
た
江
奈
二

区
の
訓
練
で
は
、
人
形
を
使
っ
た

救
命
講
習
や
自
衛
隊
車
両
に
よ
る

け
が
人
の
搬
送
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
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九
月
八
日
（
土
）、
第
八
回
伊

豆
半
島
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

松
崎
海
岸
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
伊
豆
松
崎
牛
原
太
鼓

を
は
じ
め
、
伊
豆
地
域
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
五
団
体
が
出
演
し

ま
し
た
。

　

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
暮
れ
な
ず

む
海
を
バ
ッ
ク
に
照
明
や
か
が
り

火
で
映
し
出
さ
れ
た
演
奏
を
多
く

の
観
客
が
楽
し
み
ま
し
た
。
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左
官
の
名
工
入
江
長
八
を
し
の

ぶ
第
二
十
四
回
長
八
ま
つ
り
が
九

月
二
十
三
日 （
日
）、
伊
豆
の
長
八

美
術
館
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
鏝
絵
の
制
作
体
験

や
地
場
産
品
の
直
売
な
ど
多
彩
な

催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
全
国
左
官
技

能
競
技
大
会
が
三
年
ぶ
り
に
松
崎

町
で
開
催
さ
れ
、
全
国
十
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
選
抜
さ
れ
た
優
秀
技
能
士

が
日
本
一
を
目
指
し
ま
し
た
。
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※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。
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（平成１９年８月３１日現在）
　　　　　（　）内は前月比
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第
二
十
二
回
全
日
本
マ
ウ
ン
テ

ン
サ
イ
ク
リ
ン
グ　

乗
鞍
が
八
月

二
十
六
日
、 松
本
市
安
曇
の
乗
鞍
観

光
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
二
十
・
五

キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

乗
鞍
岳
を
舞
台
に
し
た
晴
れ
渡

る
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、

標
高
差
一
、
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
の

難
コ
ー
ス
に
、
十
六
歳
か
ら
八
十

一
歳
ま
で
の
選
手
が
過
酷
な
上
り

坂
コ
ー
ス
を
克
服
し
、
ゴ
ー
ル
付

近
か
ら
望
む
大
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
「
登
り
き
っ
た
後
の
達
成
感
が
た

ま
ら
な
い
」、「
最
大
斜
度
十
五
度

と
い
う
急
勾
配
の
先
に
待
つ
絶
景

が
魅
力
だ
」、「
海
外
に
誇
れ
る
自

然
が
楽
し
い
」
な
ど
と
選
手
た
ち
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人身事故　１７件　（　－８）

物損事故　７８件　（　－５）

死　　者　０人　（　±０）

傷　　者　２２人　（　－１６）
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（平成１９年８月３１日現在）

　　（　）内は前年対比
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保護者性別名　前地　区

鈴 木 忠 則男 琥  太  郎 
コ タ ロウ

雲見

��������	�����

は
意
気
込
み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

北
ア
ル
プ
ス
の
槍
ケ
岳
・
穂
高

連
峰
な
ど
の
雄
大
な
景
色
が
楽
し

め
る
こ
の
大
会
は
、
今
年
は
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
各
地
か
ら

定
員
を
超
え
る
約
五
千
三
百
人
の

応
募
が
あ
り
、
抽
選
で
三
千
七
百

人
余
が
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

全
日
本
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス

（
全
３
戦　

鳥
海
山
・
美
ケ
原
・

乗
鞍
岳
）の
最
終
戦
で
ロ
ー
ド
レ
ー

サ
ー
と
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
二

部
門
ご
と
に
男
女
、
年
齢
の
計
十

二
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

こ
の
標
高
差
で
二
十
・
五
キ
ロ

の
コ
ー
ス
を
約
一
時
間
で
駆
け
上

が
る
人
た
ち
は
、
足
の
筋
肉
モ
リ

モ
リ
で
眩
し
い
ば
か
り
で
し
た
。

来
年
の
大
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
一
報
を
。

届出人年齢氏　名地　区

純　嗣７９山 本 秀 夫伏　倉

�山星和５５馬 場 福 夫峰　輪

佐　富８０和 泉 郁 代小杉原

宏　和２３飯 作 美 帆北　区

房　一８４� 橋 恒 一岩　地

勇　太６７山 本 利 夫金　沢

松　男７６土 屋 三 郎櫻　田

久　代８６石 田 太 �江奈２

律　子６５　 田　 優峰　輪

す　ゑ７３矢 部　 宏宮　内
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基
本
健
診
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
言
わ
れ
た
方
は
食
事
バ
ラ
ン
ス
と
運
動

習
慣
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

週　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
こ
な
す
と
一
カ
月
１

１０

〜
２
％
の
内
臓
脂
肪
が
減
少
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
続
け
ま
し
ょ
う
！
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